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＜連絡事項＞

・庶務管理室にある、外部利用可パソコン（インターネット可能パソコン）ですが、

故障しており、利用できない状態になっていましたが、修理が終了し、インターネットや外部利用ができるようになりました。
・３月25日家族交流会についてまだ家族へ連絡していない場合は15日（水）までに連絡してください。

＜病棟内での喫煙について＞

今朝、蝦夷森重男様がトイレ内で喫煙しているのを発見。
本人、喫煙した事認めているも「何も悪い事はしていない」と話し反省の様子ない。今朝持っていた煙草は昨日他患者様から１箱もらっていた事スタッフ確認している。以前より、煙草の貸し借りについて指導していたが、改善見られず、且つ今回喫煙の場所も守られていない事から、喫煙ルール再確認の為、患者様に集まって頂きミーティング行っています。

～何故、トイレで吸ってはいけないのか～

· 火災の可能性がある

· 火災報知機の作動の可能性がある

～喫煙ルールについて～

· 必ず喫煙室にて喫煙する

· しけもくを吸わない

· 貸し借りはしない

＊ルールに違反すると、一歩間違えば火災騒動になりかねない事である事を厳しく指導し集団生活においてルールを守らなければいけないこと、スタッフ側も安全な環境を提供していくこと説明しています。

　

～今後の対応について～

· 日中・夜間に限らず病棟内の巡回を徹底する

· 喫煙状況確認し、しゃがんで吸わないよう伝える

· 1週間後ルールが、守られているか、問題点はないか再度ミーティングを開催する。

＜精神科看護業務について～看護の方法～＞

６　専門的知識に基づく判断を行う。

　専門的知識とは、看護の領域に限らず、関連分野の学際的な知識をさし、広くその時代に受け入れられている最新のものをさす。

　専門的知識に基づく判断とは、看護を必要とする人々の状態を鑑別し、問題解決に関する意思決定を行う事である。

　精神科看護領域では主に表１のような知識を活用し、表２のようなアセスメントの視点を持ちながら判断を行う。

７　系統的アプローチを通して個別的な看護実践を行う。

　看護を必要とする人に個別的な看護を提供するには、健康状態や生活環境を査定し、援助を必要とする内容を明らかにし、計画、実行、評価という一連の過程が必要である。この経過は、健康状態や生活環境の変化に敏速かつ柔軟に対応するものであり、よりよい状態への援助のために適宜見直しが行わなければならない。


































